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【
要
望
】
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
抑
え
る
た

め
、
市
町
村
と
も
連
携
し
、
既
存
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
断
熱
対
策
と
省
エ
ネ
対
策
を
す
す

め
、
新
築
等
の
場
合
に
は
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

を
促
進
す
る
こ
と
。
太
陽
光
発
電
用
パ
ネ
ル
を

県
、
市
の
公
共
施
設
の
屋
根
へ
の
設
置
に
計
画

を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。
そ
の
際
、
環
境
省

は
２
０
３
０
年
ま
で
に
50
％
、
40
年
ま
で
に

１
０
０
％
の
設
置
を
目
指
し
、
調
査
費
補
助
を

計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
を
積
極
的
に
活
用
し
、

促
進
す
る
こ
と
。 

【
知
事
政
策
局
】
県
施
設
は
も
と
よ
り
市
町

村
の
公
共
施
設
に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
施
策
が
進
む
よ
う
ワ

ン
チ
ー
ム
富
山
連
携
推
進
本
部
に
お
い
て
情
報

共
有
し
な
が
ら
、
県
内
の
公
共
施
設
に
お
け
る

対
策
が
進
む
よ
う
に
し
た
い
。 

 

【
要
望
】
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
推
進
さ
れ
る
よ

う
自
治
体
と
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
。
小
水

力
発
電
や
太
陽
光
発
電
用
パ
ネ
ル
の
普
及
や
、

一
般
住
宅
や
民
間
施
設
で
も
断
熱
・
省
エ
ネ
対

策
を
進
め
る
こ
と
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
合
わ
せ

て
蓄
電
池
の
設
置
や
太
陽
熱
温
水
器
に
よ
る
温

水
の
活
用
を
図
る
こ
と
。 

【
知
事
政
策
局
】
小
水
力
発
電
の
目
標
45
ヵ

所
が
現
在
53
ヵ
所
に
。
本
県
の
特
性
を
活
か
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
た
２
０
３
０
年
度
に
お
け
る
数
値
目
標
を

設
定
し
た
い
。
太
陽
光
や
水
力
、
風
力
な
ど
種

別
毎
の
目
標
も
設
定
し
た
い
。
複
数
自
治
体
で

の
広
域
連
携
事
業
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
可
能

性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。 

   

【
要
望
】
屋
敷
林
の
剪
定
枝
の
処
理
が
市
民
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
。
市
は
将
来
的
に
は
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
と
し
て
利
用
す
る
事
を
考
え
て
い
る

が
、
技
術
的
・
財
政
的
支
援
を
す
る
こ
と
。
散
居

景
観
の
保
全
上
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。 

【
知
事
政
策
局
】
市
町
村
と
連
携
し
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。 

 日
本
共
産
党
は
11
月
18
、
19
日
、
県
民
の
願
い
を
持
ち
寄
っ

て
、
富
山
県
議
会
議
事
堂
第
２
委
員
会
室
で
県
の
各
部
局
と
交
渉

し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
要
望
】
県
内
最
大
の
多
目
的

ダ
ム
＝
境
川
ダ
ム
建
設
負
担
金

（
未
利
用
水
分
）
を
上
水
道
に
上

乗
せ
さ
せ
な
い
こ
と
。
境
川
ダ
ム

の
上
水
道
用
水
分
は
過
剰
投
資
で

あ
る
。 

 

子
撫
川
ダ
ム
で
さ
え
そ
の
最
大

供
給
量
日
量
６
万
ト
ン
に
余
裕
を

残
し
て
い
る
。
子
撫
川
ダ
ム
を
つ

く
る
と
き
の
小
矢
部
市
の
水
需
要

を
日
量
２
万
５
千
ト
ン
と
見
込
ん

で
い
た
が
、
現
在
実
際
に
は
日
量

５
２
９
７
ト
ン
で
あ
る
。
県
が
見

込
み
違
い
を
し
て
過
剰
投
資
し
た
分
を

現
在
の
水
道
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
の

は
筋
違
い
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
加
え

て
境
川
ダ
ム
で
の
未
利
用
水
分

11
万
５

千
ト
ン
を
一
滴
も
上
水
道
用
水
に
使
っ

て
い
な
い
の
に
、
水
道
料
金
に
上
乗
せ

し
て
い
る
。 

 

県と交渉する日本共産党議員団。左端、砂田市議。前列右端、津本県議。 

中央、火爪県議＝９月18日、県議会４階第２委員会室 

【
企
業
局
】
今
後
の
渇
水
や
災
害
に
備
え
て
必
要
な
水
源
と
考
え
て
い

る
。
水
不
足
が
生
じ
て
も
た
だ
ち
に
対
応
で
き
な
い
。 

【
穴
倉
氷
見
市
議
】
そ
の
備
え
に
11
万
５
千
ト
ン
が
必
要
と
の
根
拠

は
何
か
。 

【
企
業
局
】
ど
ん
な
災
害
が
起
き
、
ど
れ
だ
け
の
水
不
足
が
生
ず
る

か
、
具
体
の
設
定
が
で
き
な
い
が
、
ま
ず
は
水
を
確
保
し
て
お
く
の
だ
。 

【
穴
倉
氷
見
市
議
】
気
候
危
機
の
も
と
、
災
害
予
測
で
は
渇
水
よ
り
豪

雨
災
害
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
将
来
、
水
が
足
り
な
く
な
る
か
ら
と
、

何
年
間
も
長
期
的
に
水
を
た
め
て
お
く
。
そ
れ
を
使
わ
な
い
住
民
か
ら
毎

日
毎
日
水
道
料
と
し
て
徴
収
す
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。 

【
津
本
県
議
】
ダ
ム
に
貯
め
て
あ
る
水
は
浄
水
し
な
い
と
上
水
道
に
使

え
な
い
。
災
害
が
発
生
し
て
も
す
ぐ
に
は
使
え
な
い
し
、
現
に
使
っ
て
も

い
な
い
の
に
、
な
ん
で
市
民
が
水
道
料
金
と
し
て
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の

か
、
誰
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
負
担
を
な
く
す
方
向
で
が
ん
ば
っ
て
欲

し
い
。 

 【
要
望
】
境
川
ダ
ム
建
設
負
担
金
（
未
利
用
水
分
）
の
抜
本
的
解
決
に

は
、
洪
水
調
節
や
関
西
電
力
（
現
在
わ
ず
か
４
％
の
負
担
）
な
ど
に
応
分

の
負
担
を
求
め
、
県
企
業
局
の
負
担
を
軽
減
す
る
。
県
と
し
て
こ
の
負
担

割
合
を
見
直
す
こ
と
。 

【
企
業
局
】
境
川
ダ
ム
は
洪
水
調
節
や
灌
漑
用
水
、
水
道
用
水
、
発
電

な
ど
を
目
的
と
し
て
平
成
５
年
度
に
完
成
し
た
。
負
担
割
合
は
特
定
多
目

的
ダ
ム
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
水
道
用
水
は
21
・
９
％
、
発
電
は

４
％
で
あ
る
。
水
道
用
水
分
は
県
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
有
効
な
活
用

法
が
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。
高
い
水
道
料
金
で
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
て
、
住
民
の
負
担
軽
減
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。 

県
企
業
局
と
の
交
渉
は
19
日
午
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
砂
田
市
議
は
、
議

員
定
数
問
題
で
小
矢
部
市
議
会
と
自
治
会
連
合
会
の
懇
談
会
が
あ
り
、
退
席

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ワ
ン
チ
ー
ム
共
産
党
で
交
渉
に
当
た
り
ま
し
た
。 


